
大会スケジュール：6月7日(土)／1日目 大会スケジュール：6月8日(日)／2日目

参加申し込み

申込締切：5月13日(火)

お問い合わせ

13:00-13:30 通常総会

13:30-13:40

13:50-15:35

9:00-

18:30-20:00

15:50-16:45

17:00-18:10

9:30-12:10

12:50-15:10

15:20-16:40

https://www.k-gakkai.jp/jscfw26/

以下のURLまたはQRコードより
「日本子ども家庭福祉学会第26回全
国大会」ホームページにアクセスし、
参加登録をお願いしたします。

開会式

基調講演「誰一人取り残さない
子ども家庭福祉への挑戦」
パネルディスカッション

シンポジウム①「家庭で子育て
から社会で子育てへ」

シンポジウム②「地域における
非行少年の育ちなおし」

情報交換会（懇親会）

分科会②「自由研究発表」

ランチセッション
民間団体活動推進調査研究事業報告

開場

分科会①「自由研究発表」

12:10-12:40

高校生・大学生による発表

日本子ども家庭福祉学会第26回
全国大会運営事務局
大阪公立大学 〒599-8531大阪府堺市中区学園町1-1
大会に関するお問い合わせはこちら↓

E-mail:
gr-sss-kodomokatei-gakkai＠omu.ac.jp

会
期

会
場

2025年6月7日[土]▶8日[日]

大阪公立大学なかもずキャンパス
〒599-8531大阪府堺市中区学園町1-1

7日(土)：Uホール白鷺 8日(日)：B3棟

これまでの「子ども家庭福祉」では、子どもの権利条約にある「子どもには家庭が必要」との考え方のもと、
子どもと「家庭」という枠組みの中でとらえ、親・家庭の養育力を向上させるような「家庭/家族支援」を重視
する傾向にありました。
しかし、これからは、子育ての責任を家庭や親だけに強く求めるだけではなく、地域や社会全体で子どもを

支え、子どもの主体性や人権・権利を尊重し育んでいくことができるように、という視点からの制度政策、実践、
研究が求められているといえます。
そこで、今大会では、本学会の名称にもなっている「子ども家庭福祉」を改めて再考するという意味を込めて

「子ども【家庭】福祉から、子ども【社会】福祉へ」とのテーマを掲げました。子どもにとっての親・家族の
ありようだけにとどまらず、社会の一員である私たち一人ひとりが、子どものためにすべきことは何か、一緒に
考えてみたいと思います。

当日参加も
可能です



場所：Uホール白鷺

13：00～13：30 通常総会

13：30～13：40 開会式

13：50～15：35 基調講演・パネルディスカッション

基調講演「誰一人取り残さない子ども家庭福祉への挑戦」
講演者：山野則子氏（大阪公立大学 教授）

パネルディスカッション
パネリスト ：猪俣健一氏 （阪南市社会福祉協議会 事務局次⾧）

四柳千夏子氏（三鷹市統括スクール・コミュニティ推進員）
コメンテーター ：山野則子氏（大阪公立大学 教授）
コーディネーター：東根ちよ氏（大阪公立大学 准教授）

15：50～16：45 シンポジウム「家庭で子育てから、社会で子育てへ」

シンポジスト ：佳山奈央氏（おやこの世界をひろげるサードプレイスPORTO代表）
田崎由佳氏（やんちゃまファミリーwith 理事⾧）

コメンテーター ：山本真実氏（東洋英和女学院大学 教授）
コーディネーター：木曽陽子氏（大阪公立大学 准教授）

17：00～18：10 シンポジウム「地域における非行少年の育ちなおし」

シンポジスト ：武藤亜以氏（児童自立支援施設神戸市立若葉学園）
沼田好司氏（法務省コレワーク中部、元瀬戸少年院）
黒川洋司氏（良心塾 代表取締役）

コメンテーター ：掛川直之氏（立教大学 准教授）
コーディネーター：伊藤嘉余子氏（大阪公立大学 教授）

18：30～20：00 情報交換会（懇親会）

場所：B3棟

9：00 開場

9：30～12：10 分科会（1） 「自由研究発表」

12：10～12：40 ランチセッション 「民間団体活動推進調査研究事業報告」

12：50～15：10 高校生・大学生による発表

15：20～16：40 分科会（2） 「自由研究発表」
日本子ども家庭福祉学会

第26回全国大会
ホームページ

大会スケジュール


